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＜ポイント＞ 
◇去勢・避妊手術で廃棄される精子や卵子を用いて、高品質なネコ ES 細胞を作製。 
◇未分化状態を維持したまま何代も継代でき、三胚葉への分化能力も確認。 
◇ヒョウやトラなど、絶滅の恐れがある大型ネコ科動物の保全にも繋がることが期待。 
 
＜概要＞ 

ES 細胞は、iPS 細胞と同様にさまざまな細胞に分化でき、また自然に近い状態の細胞であ

ることが特徴です。そのため、iPS 細胞の品質を向上させるためにも、ES 細胞の研究は必要

不可欠です。近年、猫でも iPS 細胞が作製されましたが、猫の ES 細胞はありませんでした。 
大阪公立大学大学院獣医学研究科の鳩谷 

晋吾教授、吉田 拓海大学院生（大阪府立大

学大学院生命環境科学研究科 博士課程 4
年）らの研究グループは、猫の去勢・避妊手

術で廃棄される、精巣や卵巣から採取した精

子と卵子を体外受精させて受精卵を作製。胚

盤胞期胚※1から内部細胞塊を取り出し、ヒト

の ES 細胞や iPS 細胞でも用いられる培地

で培養することで、未分化のまま継代でき、

三胚葉への分化能力のある高品質なネコ

ES 細胞の作製に世界で初めて成功しまし

た。本研究で開発したネコ ES 細胞作製技術

を応用することで、獣医再生医療研究に使用するだけでなく、絶滅が危惧される野生ネコ科

動物の種の保全に繋がることが期待されます。 
本研究成果は、2024 年 12 月 2 日に国際学術誌「Regenerative Therapy」のオンライン速

報版に掲載されました。 
 

 
 
 
 

世界初！ネコ ES細胞の作製に成功 

鳩谷 晋吾教授 

先日ネコ iPS 細胞作製の発表をしたばかりですが、今回、長年の研究成

果が実りネコ ES 細胞の作製にも成功しました。ES 細胞は、受精卵か

ら作られる万能細胞であり、iPS 細胞と比較研究することでより一層、

獣医再生医療研究が促進されると考えています。今後も研究を継続し、

猫ちゃんと飼い主のために研究を進めて行きたいと思います。 



＜研究の背景＞ 
 猫の平均寿命の延伸に伴い、慢性腎臓病や糖尿病など慢性疾患への罹患数も増加していま

す。しかし、慢性疾患には有効な治療法が確立されていないものも多く、新しい治療法の開

発が必要です。こうした中で、iPS 細胞や ES 細胞などの多能性幹細胞を用いた獣医再生医療

が注目されています。iPS 細胞はさまざまな細胞への分化能力を持っており、体細胞に初期

化※2遺伝子を導入することで作製できる人工的な細胞です。一方で、ES 細胞は受精卵の未分

化性と多能性を維持したまま培養して作製する多能性幹細胞であるため、より自然に近いと

いえます。また、ES 細胞は iPS 細胞の未分化性や多能性を評価するうえで、比較対象として

の役割も担っており、マウスやヒトでは先に作製された ES 細胞の研究成果が、iPS 細胞研究

に多くの知見を提供しています。そのため、猫の獣医再生医療の実現にも、iPS 細胞だけでな

く ES 細胞が必要不可欠です。 
 これまで、ネコ ES 細胞の作製を試みる研究が行われていましたが、いずれも未分化な状

態を維持できず、長期間の培養ができませんでした。さらに、ES 細胞は受精卵から作製され

ますが、受精卵をどのように準備するかが大きな課題でした。本研究グループでは、高品質

なネコ iPS 細胞の作製に世界で初めて成功した知見を活かし、ES 細胞の作製を試みました。 
 
＜研究の内容＞ 

本研究では、動物病院で一般的に行われる猫の避妊、去勢手術により摘出・廃棄される卵

巣と精巣に注目しました。雄猫の去勢手術により摘出された精巣から精子を採取し、雌猫の

避妊手術により摘出された卵巣から卵子を採取し、これらをシャーレ上で受精させることで、

受精卵（胚盤胞期胚）を作製しました。次に、胚盤胞期胚の細胞の一部である内部細胞塊を、

マウス胎子線維芽細胞（MEF）とともに StemFit AK02N 培地で培養することで、ネコ ES
細胞の作製に成功しました。 

このネコ ES 細胞は、OCT3/4 や SOX2 などの未分化性マーカーを発現しており、長期間

の培養後にも未分化な状態を維持していることが分かりました。また、ネコ ES 細胞を浮遊

培養し、胚葉体※3 を作製しました。この胚葉体は、内胚葉、中胚葉、外肺葉の三胚葉それぞ

れに特徴的な遺伝子やタンパク質を発現しており、ネコ ES 細胞は生体外で三胚葉それぞれ

に分化可能な多能性を有していることが示されました。さらに、ネコ ES 細胞を免疫不全マ

ウスの精巣に移植すると、腫瘤を形成しました。この腫瘤を病理学的に評価すると、三胚葉

の組織を含む特殊な腫瘍（テラトーマ）であったため、ネコ ES 細胞は生体中でも三胚葉に

分化可能な多能性を持ち、テラトーマ形成能※4 を有していることが明らかとなりました。本

研究では合計 3 つのネコ ES 細胞を作製しましたが、いずれも正常な染色体数を維持してお

り、2 つは雌型の性染色体（XX）、1 つは雄型の性染色体（XY）を有していることが明らかと

なりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 本研究で開発したネコ ES 細胞の概要 
長期間の培養でも未分化な状態を維持できる未分化性（左）、三胚葉それぞれに分化可能な多能

性（中）、正常な染色体数（左）を持つことから、高品質なネコ ES 細胞であることが分かる。 



＜期待される効果・今後の展開＞ 
 これまで作製が困難であったネコ ES 細胞が作製可能になったことで、ネコ ES 細胞と iPS
細胞の両方を用いた獣医再生医療研究が可能となりました。また、実験動物を使用しない薬

剤効果判定や新規治療法の開発への応用も期待されます。 
さらに現在、絶滅の危機にあるネコ科動物の個体数回復を目的として、個体数の多いイエ

ネコ（ネコ）をモデルに体外受精研究が進められています。ネコ科動物では精子や卵子の採

取機会が少なく、生殖細胞の不足が課題ですが、ES 細胞から精子や卵子、受精卵を作ること

ができれば、絶滅に瀕した野生ネコ科動物の保全にも繋がることが期待されます。 
 
＜資金情報＞ 

本研究は、JSPS 科研費（22H0525）、JST 次世代研究者挑戦的研究プログラム

（JPMJSP2139）、および笹川科学研究助成（2022-4070）の支援を受けて実施しました。 
 
＜用語解説＞ 
※1 胚盤胞期胚 
受精卵が卵割を繰り返し、成長した胚。胎盤などを作る栄養外胚葉と、生体を作る内部細胞

塊という 2 種類の細胞から構成される。 
 
※2 初期化 
皮膚などの体細胞を受精卵に近い状態まで巻き戻すこと。一般的に、分化した細胞はその他

の種類の体細胞に分化する能力を持たないが、受精卵に近い多能性をもつ細胞は、身体を構

成するほとんどすべての細胞へ分化する能力をもつ。 
 
※3 胚葉体 
ES 細胞を培養皿上で培地に浮遊させて培養（浮遊培養）することで形成される球状の細胞凝

集塊。ES 細胞の生体外における多能性を証明するために、胚葉体の形成が一般的に行われる。 
 
※4 テラトーマ形成能 
ES 細胞が免疫不全マウスの体内で自ら分化し、外・中・内胚葉組織を含む特殊な腫瘍（テラ

トーマ）を形成する能力。ES 細胞の生体内での多能性を証明するために、この能力の評価が

行われる。 
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